
Ⅲ モデル校事業の取組 

 

 

埼玉県立久喜北陽高等学校 

「学校における現代的な健康課題解決支援事業」 

「高校生年代におけるギャンブル依存症の予防教育への取組」 

 

 

１ 埼玉県立久喜北陽高等学校（学校における健康課題解決支援事業モデル校） 

 

近年、社会が大きく変化し続ける中で、学校においても、子供を取り巻く状況の変化や多様化・

複雑化した課題に向き合うため、教職員に加え、多様な背景を有する人材が各々の専門性に応じ

て学校運営に参画することにより、学校の教育力・組織力をより効果的に高めていくことが求めら

れていることから、県内のモデル校において、「学校における現代的な健康課題解決支援事業」を

実施する。 

専門医や学校関係者、地域保健関係者で構成する「健康課題解決検討委員会」を設置し指導

者をモデル校に派遣するなどを通して、学校保健の課題解決に向けた取組を実践することで、学

校・家庭・地域全体で、子供たちの豊かな心と健やかな体を育成するための支援を行う。 

久喜北陽高校では近年でギャンブル依存症関係の講演会を実施した経緯があり、県保健体育

課からの依頼によりモデル校となった。 

 

２ 健康課題解決検討委員 

 

公社）ギャンブル依存症問題を考える会 予防教育部担当 伊藤 茉莉子 

県立三郷高等学校    教諭   佐々木 智子 

県立久喜北陽高等学校   教諭   新井 龍司 

埼玉県教育局保健体育課   指導主事  佐野 秀行 

埼玉県教育局保健体育課   指導主事  髙沢 聖子 

 

３ 令和７年度埼玉県「学校における現代的な健康課題解決支援事業」第１回連絡協議会 

 

（１） 令和７年度埼玉県「学校における現代的な健康課題解決支援事業」設置要綱について 

（２） 正副委員長について 

（３） 令和７年度埼玉県「学校保健課題解決支援事業」について 

ア 過去の事業について、事務局から一覧表に基づいた報告 

イ 令和７年度埼玉県「学校における現代的な健康課題解決支援事業」の実施計画について 

〇令和７年度は、派遣地域（団体）を１地区に加えてモデル校事業として高等学校へ 



の派遣を行う。 

〇地区への派遣については、春日部市となる。春日部市立緑小学校へ派遣を行う。 

学区の正善小学校、緑中学校と連携し、「子ども、家庭、地域、学校が一体となって

行う子どもの望ましい生活習慣づくり」に取り組んでいただく。 

〇モデル校授業については、県立久喜北陽高等学校へ派遣を行い、ギャンブル依存

症等の予防に関する教育に取り組む。 

〇学校の健康課題は地域の健康課題に通じるものがあり、学校・家庭・地域が連携し

て取り組むことにより効果が上がると推察される。本事業により、実地地区の取組の

推進はもとより、県内に実践を広く周知していく。 

 

４ 健康課題解決検討委員会【事前打ち合わせ】 

 

（１） 日時  令和７年８月６日（水）１４：００～１５：００ 

（２） 会場  Teams によるオンライン開催 

（３） 内容 

   ア 令和 7 年度埼玉県「学校における現代的な健康課題解決支援事業」の概要について 

   イ 県立久喜北陽高等学校における健康課題とこれまでの取組について 

   ウ 健康課題解決に向けた方策について 

     ・ 健康課題解決検討委員会について 

  開催日 ： 令和７年９月９日（火） 

 会  場 ： 県立久喜北陽高等学校 

 講  師 ： 公社）ギャンブル依存症問題を考える会 

   予防教育担当 伊藤 茉莉子 氏 

 内  容 ： 高校生年代におけるギャンブル依存症の予防教育への取組について 

・ 健康課題解決に向けた方策について 

 

５ 健康課題解決検討委員会【実施内容】 

 

（１） 日時  令和７年９月９日（火）１３：００～１４：３０ 

（２） 会場  久喜北陽高等学校教室での一部対面、および全体配信 

（３） 講義内容 

 「知ろう！ギャンブル依存症問題～まずは知ることが自分と大切な人を守ることに繋がります～」 

講師  公社）ギャンブル依存症問題を考える会  予防教育部  北薗 さくら 様 

公社）ギャンブル依存症問題を考える会  当事者支援部 安居院 康平 様 

   対象  生徒・教職員９６０名 
































































